
「学校を核とした県内 1000 か所ミニ集会」実践例 

学校名 県立旭農業高等学校 
テーマ 魅力ある学校づくりに向けた取組状況について 
実施形態 他行事（授業参観・文化祭・部活動公開）と併せて実施 

日 時 

会 場 

令和４年１１月１１日（金）１４：３０ ～ １６：００ 
会議室 

参加者 

教職員 １０名    その他 １２名 
 保護者  ５名 
 地域住民 ６名                計 ３３ 名  

広 報 ・保護者への案内（配付物） 

内 容 ・ 

進め方 

＜工夫が見られた点＞ 
・開かれた学校づくり委員会の委員に加え、生徒や若手教職員の意

見を取り入れていたこと。 
・生徒による活動報告が行われたこと。 

参加者の 

意見 

＜テーマ（生徒の発表）に関することについて＞ 
・生徒の発表により、具体的な活動が良く分かった。生徒の皆さん

には、大きな夢に向かって頑張っていってほしい。 
・地元に愛される取組が行われている。地域の方々の理解や協力の

おかげである。 
・循環型農業の研究を継続してほしい。 

その他 

＜参観者の感想等＞ 
・生徒による活動報告は、PTA 役員や地域の方々に、学校の実態を

一番わかりやすく伝えることができる取組だと感じた。特に、生

徒が自信をもって自分が学んでいる内容を発表している姿や、 

生徒募集のための改善策を提案している姿は素晴らしかった。 
・地元企業とコラボカレーを販売するなど、積極的な取組が見られ

た。生徒の活動報告により、地域との連携がしっかりと行われて

いることが分かった。 
・生徒が校外に出て行って積極的に活動を行っている。これからも

地域の方々の協力をしていただき、地域連携をしながら取組を進

めてほしい。 
 



「学校を核とした県内 1000 か所ミニ集会」実践例 

学校名 県立小見川高等学校 

テーマ 
学校運営協議会（コミュニティ・スクール）への移行に伴う小見川

高校と地域との今後の連携の可能性を探る。 
実施形態 授業参観を併せて実施 

日 時 

会 場 

令和４年１１月１１日（金）１４：３０ ～ １７：００ 
会議室 

参加者 

教職員  ９名    その他 １０名 
 保護者  ２名 
 地域住民 ９名                計 ３０名  

広 報 ・保護者への案内（配付物） 
・学校のＨＰ 

内 容 ・ 

進め方 

＜工夫が見られた点＞ 
・学校運営協議会（コミュニティ・スクール）への移行について、

地域の意見を取り入れながら進めていること。 

参加者の 

意見 

＜テーマに関することについて＞ 
１ 生徒が地域に出て活動できること 
 ・ボランティア活動 
 ・交流会 
 ・祭りの参加 
 ・消防団活動 
 ・農業 等 
２ 地域の方が学校で実施できること 
 ・あいさつ運動 
 ・講師（社会人マナーに関すること、福祉に関する指導 等） 
 ・海外経験の話 
３ 生徒（学校）と地域の人々が協働してできること 
 ・防災訓練 
 ・地域と一緒に課題について考えること 

その他 

＜参観者の感想等＞ 
・若い先生方は、エネルギッシュに授業を行っていた。 
・「Teams」を活用して、発表や感想をリアルタイムで活用できてい

たことが素晴らしい。 
・今年度、小見川高等学校は１００周年を迎える。今後も「地域と

ともにある学校」として、地域全体で子供たちの成長に関わって

いただき、生徒には、地域のためになる活動を積極的に行ってい

ってほしい。 
 



 「学校を核とした県内 1000 か所ミニ集会」実践例 

学校名 県立木更津高等学校 
テーマ ＩＣＴ機器を活用した教育活動 
実施形態 開かれた学校づくり委員会を兼ねて実施 

他行事（校内参観、生徒の研究発表）を併せて実施 
日 時 

会 場 

令和４年１１月２４日（木）１４：４０ ～ １５：３０ 
視聴覚室 

参加者 

教職員 １１名     その他 ８名 
 保護者  ７名 
 地域住民 ３名                計 ２９名  

広 報 ・保護者への案内（配付物） 
・学校のＨＰによる案内 

内 容 ・ 

進め方 

＜工夫が見られた点＞ 
・生徒の発表を参観することで、テーマに沿って具体的な話し合い

ができるようにしていたこと。 
・協議では、参加者全員にタブレット端末を配付し、意見交換に  

ついては、フォームズを活用して行っていたいこと。 
・フォームズ上での発言は、参加者が意見を出しやすくするため、

匿名にしていたこと。 

参加者の 

意見 

・貴重な発表を聞く機会をいただき、ありがたかった。 
・生徒の発表を聞いて、普通科・理数科に関わらず、生徒が興味を

持った研究に取り組める環境があることを知ることができた。 
・これからはＩＣＴを活用することで、仕事だけでなく生活の質も

改善していくということが考えられるので、生徒が自分だけでな

く、周囲の人を巻き込んで学習を進めていってほしいと思う。 
・ＩＣＴを活用した授業については、とても興味深いと思った。 
・問題点として、ＩＣＴを使うことが目的になることがないように

してほしい。 
・ＩＣＴ活用の前段階として、課題抽出、解決、実現とつなげる発

想力、論理的な考え方の育成にも、ぜひ力を入れていってほしい。 

その他 

＜参観者の感想等＞ 
・木更津高等学校は、新しい課題に挑戦してやり遂げる力「開拓力」

を持つ人材の育成を目指している学校である。理数科と普通科い

ずれの生徒も 3 年間の課題研究を行い、校内、地域、研究会など

様々な場所で探究の成果を発表している。地域の住民の興味を引

きやすいように、基礎知識を持たない人でも理解しやすいように

とプレゼンテーションの工夫をしたり、質問されたことに答えた

りしていくことで、生徒の表現力やコミュニケーション力が高ま

っていくように感じた。 
・ミニ集会では、生徒たちがパソコンを使って探究の成果を発表し

た。大変分かりやすく素晴らしい発表だった。 



・ミニ集会の参加者が手元のタブレットに感想を打ち込むと、すぐ

にスクリーンに反映されるという授業さながらの ICT 機器の活用

方法を見させていただいた。ICT 機器の活用方法が工夫されてい

て大変素晴らしいと感じた。 
・地域の方々が学校の取り組みを知る機会があり、子供たちから大

人が学ぶ機会もあり、学校と地域が連携して子供たちの成長を見

守る関係が築かれていると感じた。 
 



「学校を核とした県内 1000 か所ミニ集会」実践例 

学校名 県立桜が丘特別支援学校 
テーマ 桜が丘の魅力を伝え、発信しよう 
実施形態 学校運営協議会を兼ねて実施 

生徒による発表、意見交換を実施 
日 時 

会 場 

令和４年１１月１５日（火）１３：００ ～ １４：００ 
プレイルーム 

参加者 

教職員 ７名   その他 
 保護者      ・学校運営協議会委員 
 地域住民     ・生徒（４名）     計３１名 

広 報 ・出席を直接依頼 

内 容 ・ 

進め方 

＜工夫が見られた点＞ 
「生徒を中心とした集会に」というコンセプトで、パワーポイント

を用いて、生徒による話題提供があった。また、ＰＴＡ会長により、

司会進行が行われていたこと。 

参加者の 

意見 

＜生徒の発表について＞ 
・ただ発表するのではなく、様々なデータを集め、表やグラフに大

変見やすくまとめていて感心した。聞いていてとても学びの多い

内容であった。今後も様々なことに興味を持ち続け活躍してほし

い。 
＜発表した生徒から＞ 
・地域との交流はなかなか無いので、こういう場があってとてもう

れしい。今後も続けてほしい。学校のある千葉市は、車椅子での

通学がし易くてうれしい。コロナの規制が緩和されたら、ぜひ文

化祭に来てほしい。 
＜委員から＞ 
・他校の生徒の前でも発表してみてはどうか。また、大学の学生に

もみせたい内容であった。加えて、特別支援学校の生徒だからこ

その気づきなどを、もっと考えてみて発表すると、さらに良いも

のとなると思った。 

その他 

＜参観者の感想等＞ 
・生徒の発表からは、担当した教員の、生徒の自主性を重んじた細

やかな指導があったことも感じた。学校の指導体制について多く

を語らずとも、説得力のある内容であったと思う。 
・会の運営に、多くの保護者や地域住民が関わっている様子が窺え

た。また、学校運営協議会会長より、様々な意見と共に、学校運

営協議会としてサポートを検討する旨の総括があった。学校運営

協議会の仕組みを大いに活用していただきたい。 
 


